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介護過程のデジタル活用によるアウトカム評価の実施

ヒアリングと定点観測により
行われる主観の入る評価

デジタル機器を用いた
ケア実施の効率化/負荷軽減

意見統合に多大な労力を
要する多職種連携

断片的情報に依存した
効果把握

経験者のスキルに依存したADL/QOL維持改善

介護
記録

排泄
支援

移乗移動
支援

見守り
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

入浴
支援

補助金活用による介護デジタル機器の普及

アセスメント 介護の実施 評価計画立案

客観的アセスメントを起点とした利用者のADL/QOL維持改善

指標化されたデータに
基づく状態像の客観評価

標準化された機器/データを
活用した効果的なケア実施

多職種間の納得性の高い
ケア計画

データに基づく事実に立脚した
アウトカム評価

介護の質向上/負荷軽減/経営安定化/社会保障費削減

介護過程

現在のデジタル介護

アセスメント 計画立案 介護の実施 評価

介護過程全体のデジタル化

介護過程
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特定周波数
ピーク強調

デジタルアセスメントとアウトカム評価を実現する技術

覚醒睡眠 ベッド外

室内での行動を数値化・指標化

直上視点
- 俯瞰的に居室全体を観察 -

移動速度/活動量

活動量データ＋睡眠データ

覚醒睡眠 居室外ベッド外活動

利用者の生活リズムを把握

姿勢推移評価

移動範囲/経路

歩容

マイクロ波

安定度評価

ドップラーセンサー
- ベッド上の微体動を測定 -

フーリエ変換

時間 時間

周
波
数

周
波
数

睡眠/覚醒
判定

睡眠データ

活動量データ
重畳

ドップラー信号

覚醒

睡眠

覚醒

睡眠
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現行技術で利用者のデータ収集及びアウトカム評価を自動的に実施可能
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行動の指標化/物体認識
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 介助時の利用者-スタッフの距離感の指標化
 スタッフの介助動作の指標化

➡ 介助度及び介助スキル評価

 人物の姿勢推移を認識
 起き上がりから移乗までの行動を指標化

➡ 身体機能評価

トイレ トイレ

窓 窓

家具 家具

車椅子
車椅子
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行動の意味/生活リズムのアセスメントへの活用
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AI認識
による
指標化

人物トラッキング
関節点推定/姿勢推定

居室内物体検出

人とモノとの関係性把握

アセス
メント
項目

生活歴 認知機能身体機能
•活動歴
•在床/睡眠傾向
• トイレ行動
•居室内動線

•離床動作
•移乗行動
•歩行速度
•ふらつき

•立ち止まり
•繰り返し行動
•徘徊行動
•目的不明行動

生活リズム・残存機能の変化を客観評価

生活空間 全体像の指標化 24時間365日

客観的アセスメント
科学的ケア/リハ、高齢者自立を支援

トイレ家具エリアテレビ

ベッド 椅子

生活空間
・家具の配置
・レイアウト

ドア窓
（壁）

壁

行動
範囲

行動認識
軌跡・速度・範囲

行動軌跡速度

問題行動(BPSD)
・認知症の繰り返し行動
のヒートマップ表示

例. 深夜の室内徘徊

行動の指標化 補助具/家具位置検出

健康状態
・体調変化早期把握

昼間の活動量の傾向把握

歩行速度の経時変化

ADL（移乗)
・残存機能の適正評価

移乗時の体幹回転速度を計測

排尿・排泄(トイレ回数)
・トイレ行動の履歴把握

例. 壁をつたいトイレへ移動

居住環境
・補助具利用状況把握

独歩
歩容
解析

トイレ
家具 トイレ家具

ベッド ベッド

杖

歩行車

独歩:68% 杖:32%
室内移動時の補助具利用率
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